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論文審査の結果の要旨 
 
Kisspeptin expression is decreased in the arcuate nucleus of hypothyroid 
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は、PTU 群において ARC の Kiss1 mRNA 発現細胞数は有意に減少していたが、AVPV の Kiss1 
mRNA 発現細胞数は両群間で有意差を認めなかった。また、免疫組織化学でも、ARC においてキ
スペプチン免疫陽性細胞数は PTU 群で有意に減少していたが、AVPV のキスペプチン免疫陽性細
胞数は両群間で有意差を認めなかった。本研究の結果から、甲状腺機能低下症における甲状腺ホル
モンの欠乏が ARC のキスペプチンの発現低下を惹起し、この発現低下が性周期や生殖機能に影響
を与える可能性が示唆された。第二次審査においては、甲状腺機能低下症モデルラットと臨床例と
の差について、モデルラットの組織学的所見について、キスペプチンニューロンの部位による染色
性の違いや、各種ホルモン・ペプチドの受容体発現の有無について、さらには今後の展望について、
など多岐にわたる質疑が行われたが、それぞれに対して適切な回答がなされた。 
 以上、甲状腺機能低下症に合併する生殖機能異常がARCにおけるキスペプチンの発現低下によ
るものである可能性を示した本論文は、甲状腺機能低下症における生殖機能の低下や性周期の不整
が生じるメカニズムの解明や、今後の治療の発展に繋がると期待され、学位論文として十分に価値
があるものと認定した。 
